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いつも、Alt-fetish.com をご利用ください

まして、ありがとうございます。本書では、

ラバーシートの断裁と接着方法をまとめて

あります。ラバー専用接着剤やクリーナー

を使用する際には必ず本書をよくお読みの

うえ、正しくご使用ください。 
 

①準備編 
 
場所 
補修や部分的な改造でしたら別ですが、用

途によってはある程度広い平面が必要です。

ラバーを断裁する場所、乾燥させるための

つるす空間などが必ず必要になります。揮

発性クリーナーや強烈な匂いのする接着剤

を使用するため、十分換気ができることが

必須条件です。 
 
材料 
ラバーシート（ラテックスシート）・専用ク

リーナー（クリーナーはラバー全体に使用

するのではなく、接着剤を塗る部分に限定

して使います）・専用接着剤。これらは

Alt-fetish.com で販売しています。サランラ

ップは接着剤を塗ったあとにそこに汚れが

付くのを防ぐのに使用します。 

 
道具 
写真右から、ローラーカッター、ペンカッ

ター、綿棒（クリーナーおよび接着剤に付

属。ハンズに売っています）、ゴム製のゴム

ハンマー（ヘッドがゴム製のハンマー）、ロ

ーラー。巨大綿棒は接着剤をつけるのに使

用します。ゴムハンマーとローラーはゴム

の接合面を圧着するのに使用します。 

 

 

②断裁編 

切り込みから裂けるので慎重に 
 
十分な作業スペース 
 
貼る用途にもよりますが、元のラバーシー

トの大きさに合わせてできるだけ広いスペ

ースを用意してください。写真は、長さ２
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メートル、幅１メートルのカッティングボ

ードを使用しています。 

 

 
 
粉を落とす 
 
ラバーの裏面と表面を確認してください。

表面にツヤがあります。両面についている

細かい粉を、固く絞った濡れタオルでよく

落としてください。冬場など空気が乾燥し

ているとどんなにこすっても粉が落ちない

ことがあります。その場合は全体を、台所

用洗剤（中性洗剤）を使って洗うとよいで

しょう。 

 
 
断裁 
 
型紙に沿って丁寧にローラーカッターで切

ります。鋭角の部分を断裁するときはペン

カッターを使って丁寧に切り出します。細

かいところや、鋭角の部分に誤って切り込

みを入れないように注意してください。そ

こから裂ける恐れがあります。 

 

 
 
 

③接着剤塗布編 
ホコリ、手垢を確実に落とし、塗ったら 24

時間乾燥させる 
 
※接着・乾燥の工程では火気厳禁です。タ

バコやガスコンロ、ストーブなど特に注意

してください。ラバー、クリーナーいずれ

も燃えやすいので極めて危険です。 
 
接着剤は貼り合わせ面の双方に塗る 
 
接着剤は貼り合わせる部分の双方に塗る必

要があります。貼り合わせ面の片方だけで

は付きません。接着剤同士がくっつくこと

によって、接合されるのです。 
 
接着面のホコリ・手垢・粉を落とす 
 
接着剤を塗る部分に、ホコリやラバーの粉、

手垢が付いていると接着してもすぐに剥が

れます。したがって、接着面はこうした付
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着物を完璧に落とす必要があります。ラバ

ーの新品には細かい粉が多量に付いている

場合があり、これらの粉をよく落としまし

ょう。その前に断裁するカッターボードや、

手にも付着しているはずです。カッターボ

ード表面をよく清掃し、手も洗います。ラ

バーの接着面の粉を落とすには、最初に固

く絞った濡れタオルでよく拭きます。乾い

たら、次に専用クリーナーで、接着剤を塗

る部分の手垢などの油分や目に見えないチ

リホコリを落とします（クリーナーはラバ

ー全体に使用するのではなく、接着剤を塗

る部分に限定して使います）。巨大綿棒を使

用して、接着剤を塗る部分にクリーナーを

まんべんなく塗ります。揮発性ですので自

然に乾燥します。 
※クリーナー・接着剤は吸うと身体に害を

及ぼしますから、作業スペースの換気をよ

くし、またマスク・手袋をして作業にあた

ってください。 

 
 
接着剤を塗る 
 
綿棒で均等に塗っていきましょう。塗り幅

を一定に保ちます。塗り幅は用途によって

かわってきます。二枚の生地を貼り合わせ

る場合は貼る面と貼られる面それぞれに１

センチ幅程度塗ります。貼り合わせる部分

よりも１㎜から 2 ミリ程度はみ出させます。

パッチを当てる場合は、パッチの前面に塗

ります。パッチを当てる部分もパッチの大

きさより１㎜程度はみだすように塗りまし

ょう。接着剤は乾くと透明になります。折

り返す部分には２センチ塗ります（１セン

チ折り返す）。薄い生地の場合は折り返し幅

は３ミリ（接着剤は６ミリ）とします。こ

のように接着剤を塗る幅は場所、用途ごと

に厳密に決まっています。定規などを当て

ながら丁寧に素早く塗ります。接着剤は最

初白いですが、乾くと透明になります。接

着剤を最初に塗るとすぐに透明になります。

このときに、塗り残し部分があるときは再

度塗ります。塗り残し部分は絶対に作らな

いようにします。 
※クリーナー・接着剤は吸うと身体に害を

及ぼしますから、作業スペースの換気をよ

くし、またマスク・手袋をして作業にあた

ってください。 

  

 
乾燥させる 
 
接着剤を塗ったら 24 時間乾燥させてくだ

さい。接着剤は乾くと透明になり表面が乾

きます。接着剤が塗られた部分に粉や汚れ、

手垢が付くと接着力が著しく落ちます。作
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業中は接着剤が塗られた部分にサランラッ

プを貼り付けるなどして汚れが付かないよ

う厳重にしてください。写真のようにホー

ムセンターで売っている金物やクリップで

工夫して、塗った場所がくっつかないよう

にしましょう。万が一くっついたとしても、

接着剤が塗られた面同士を強く押しつけて

貼り合わせないと完全にはくっつきません。

くっついてしまった場合は接着剤の部分に

手垢が付かないよう慎重に離してください。 

 
 
※ 乾燥場所に火気厳禁です。 
 
ラバー以外の素材について 
 
ファスナーの基布部分など別の素材につい

ては、合成繊維ではなく綿 100％のものを

使用します。接着面にたっぷりと接着剤を

含ませて、十分に生地に接着剤をしみこま

せてください。その後 24 時間乾燥させ、同

じ作業をもう一度行います（つまり合計で

二度塗りとなります）。これ以外の素材につ

いては私どもでは何もノウハウがありませ

んのでお客様の方で工夫してやるなりやめ

るなりご判断ください。 
 

④接着編 
強く圧着する 
接着剤の塗ってある部分同士を貼り合わせ

ます。印を目印にそっと合わせて、位置が

あったらゴムハンマーやローラーで軽く押

しつけて貼り合わせます。位置がずれたな

と思ったらローラーで強く押しつけたりゴ

ムハンマーで叩く前に剥がしてやり直しま

す。剥がしてやり直すときに接着面に手垢

や汚れが付かないように丁寧に剥がします。

位置が問題なければローラーやハンマーで

強く何度も圧着します。ハンマーで接着部

分を何度も強く叩くとよく貼り付きます。 

 

 

 
 

 
めくれば剥がれるから注意 
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爪や指などでラバーをめくりながら強く剥

がそうとすると剥がれることがあります。

接着面に対して垂直な力には比較的弱いの

です。しかし、接着面に対して平行な引っ

張りには非常に強固に持ちこたえます。ラ

バーを接着する目的は着用するコスチュー

ムを作るためです。着るときに剥がれなけ

れば問題ないわけですから、必要もないの

にめくって剥がすようなことはしないよう

にお願いします。万が一剥がれたらハンマ

ーで接着部分をたたき直すとくっつきます

(つかないときはノリ塗り、乾燥からやり直

します)。 
 
接着したらよれよれになってしまった 
 
裾の折り返しのときに、接着したあとよれ

よれになってしまうことがあります。これ

を防ぐためには、どうすればいいでしょう

か？ 折り返す幅は 0.6 ミリの生地なら 1
センチ程度、0.35 ミリの生地なら 3 ミリ程

度とします（それ以上だとよれることにな

ります）。運指にも注意しましょう。左手の

人差し指と中指でラバーを折り返して仮押

さえします。そのときに写真のように、折

り返し幅が分かるゲージを置くとよいでし

ょう。 

 
左手の１～２センチ後ろ（右の方）から、

折り返し部分がずれないようにローラーを

左手に向かって丁寧に圧着しながら慎重に

動かします。 

 
左手の押さえと、ローラーの動かし方は絶

妙な職人技が要求される場面ですので、一

からコスチュームを作ろうとされる方はが

んばって努力してください。特別な道具は

使用せず、指とこのローラーだけでできる

作業です。 

 
 

おわり 
 

お問い合わせ 
info@alt-fetish.com 

http://www.alt-fetish.com/ 
 

制作・著作／ALT-FETISH.com 
 


